
　公立西知多総合病院（以下、西知
多総合病院）は2015年５月、旧・東
海市民病院と旧・知多市民病院が統
合し新規開設された。これを機に、
病診連携を含めた地域医療連携体制
の強化が病院全体の課題のひとつに
挙げられる。
　そして、今、注目を集め始めてい
るのが、糖尿病の病診連携で成果を
見せている内分泌・代謝内科だ。同
科統括部長の石川先生は、旧・知多
市民病院時代の糖尿病地域連携にお
いて実績をつくり、現在は、地域医
療連携室担当も兼務している。
「診療圏域がこれまでの知多市を中心

としたエリアから、東海市、大府市、
東浦町を含めた地域に広がりました。
また、統合によって糖尿病にかかわ
るスタッフのマンパワーが充実しま
した。もちろん患者さんも増え、患
者層も変化しましたから、ますます
診療所の先生方の協力が大切になっ
ています。以前の連携でうまくいっ
ていた部分をベースに、より広く緊

密な地域連携を構築するべく尽力中
です」（石川先生）
　診療圏域が広くなれば、患者層も
変化する。それぞれの地域の患者の
特徴については、ご開業の先生方が
詳しい。東海市北部で20年にわたり
診療している、こじま内科院長の小
島先生は、このエリアの糖尿病患者
の特徴をこう語る。

病院と診療所、医師とメディカルスタッフが
相互に意見を交わし合える関係を深めて。
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「東海市は鉄と物流の町で、比較的若
い患者層が多い。３交代制の工場勤
務や長距離トラックのドライバーな
ど、若年層の患者さんには、生活が
不規則になりがちで、糖尿病のコン
トロールが難しい職業の方が多いで
すね」（小島先生）
　同じく東海市にある、みわホーム
クリニック院長の神野先生も、同様

の患者にまつわる問題を吐露する。
「企業の産業医の先生方から、『なん
とか教育入院をせず労働力を欠損す
ることなく、通院で糖尿病治療をし
てほしい』との依頼を受けるケース
も珍しくありません。『工場の機械は
止められない、人員は恒常的に不足
している、だから長期の休みは困る』
という事情なのです」（神野先生）

　一方、知多市南部で診療している
中井内科クリニック院長の中井先生
は、「若年層の患者さんは土曜日に集
中しており、平日は圧倒的に高齢者
が多い状況です。高齢の患者さんな
らば、教育入院も受け入れていただ
けるのかと思いきや、なかなか踏み
切れないようです」と話してくれた。
　２週間の入院となると、若年層は
長期休暇をとりづらく、さらに経済
的な負担が大きいので高齢者にとっ
てもハードルは高い。診療所の先生
方が、教育入院のために病院を紹介
するのを躊躇せざるをえないのも無
理はないだろう。そうした課題に対
して、西知多総合病院は２泊３日の
短期教育入院を提案したという。
「実は、旧・知多市民病院のころにも
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病連携だけのためのシステムではな
く、病院の全診療科と登録した地域
の医療機関とをオンラインで結ぶ。
診療所の先生方は、外来診療、検査
などの予約をいつでも、患者を診察
しているその場でも、ダイレクトに
できる。また、教育入院は希望日を
事前にファクスで申し込むことによ
りダイレクト入院が可能だ。
　このシステムを利用している神野
先生は、「患者さんを診察中にも、ま
た診療が終わった夜にでも、オンラ
インで外来や短期入院の予約ができ
るのは、本当に便利です」と語る。
　「さくらねっと」には、実はもうひ
とつの機能がある。
「患者さん本人に同意していただいた
場合には、診療情報や画像を含む検
査結果を、オンラインネットワーク
上で開示できるようになっています」
（石川先生）
　登録医が増えて、この機能がフル
稼働すれば、病院の医師やメディカ
ルスタッフと診療所の先生方、患者
とが、チームになって病気と闘うた
めのツールになる。チーム医療を実

践するにあたっても、大きな期待を
寄せられる「さくらねっと」なのだ。

「短期教育入院における連携の重要事
項の２つ目は、計画中の『地域連携
外来』です。旧・知多市民病院で、
『フォローアップ外来』として設けて
いたものと似たスタイルで、常勤の
糖尿病専門医３名が１週間に各１枠
実施で考えています」（石川先生）
　診療所の先生方からの紹介によっ
て、西知多総合病院の短期教育入院
プログラムを受けた患者は退院後、
逆紹介で再び診療所の先生方の元に
戻る。その後を病院がフォローする
ためにつくられようとしているのが

「地域連携外来」だ。退院後１ヵ月、
３ヵ月、半年といった節目で検査を
病院で行う通常と別枠の外来は、患
者の日常を見守り、糖尿病をコント
ロールする役割を果たす診療所の先
生方のニーズに実にフィットする。
「私は、インスリンの導入も行ってい

実施していたのですが、短期教育入
院患者はそれほどいませんでした。
しかし、新病院では確実に利用者が
増えており、患者層の広がりを感じ
ています。プログラムは、水曜日の
朝に入院していただき、合併症のチ
ェックから教育まで集約して行い、
金曜日の夕方には退院というもので
す」（石川先生）
　長く休むことなく経済的負担も軽
く、患者にとって利用しやすい短期
教育入院は、診療所の先生方にとっ
ても、「入院が必要な患者さんにお
すすめしやすい、ありがたいプログ
ラム」（中井先生）のようだ。

　さて、短期教育入院に関連するい
くつかのシステムやプランは、西知
多糖尿病地域連携で重要な役割を果
たしている。そのポイントのひとつ
目は予約システム。地域医療連携室
が主導して構築したインターネット
を利用する「さくらねっと」は糖尿

　公立西知多総合病院は、地域の医療機関をつなぐネットワークを構築し、患者の診療情報（検査情報）のリアルタイムな
共有と、患者紹介、医療機器等の共同利用に関連した業務の効率化を推進します。
　将来的には、知多半島内急性期病院間でのネットワーク構築も推進予定です。
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ますが、糖尿病専門医ではありませ
ん。ですから、病院で定期的に診て
くださる専門医の先生の存在が心強
い。億劫がって、なかなか病院に行
きたがらない患者さんも多くいます
が、地域連携外来であれば、目的が
明確なので患者さんを説得しやすく
助かります」（小島先生）
「私は以前、フォローアップ外来を活
用させていただいていました。医師
にはなかなか本音をしゃべってくれ
ない患者さんが、病院のメディカル
スタッフの方々には多くを話してく
れるようです（笑）。会話の内容は貴
重な情報で、それらをフィードバッ
クしていただける機会が生まれると
いう意味でも地域連携外来は必要で

す。ぜひ、早期に動かしてください」
（中井先生）

　活発な意見交換が続く中では、糖
尿病連携は地域という大きなフィー
ルドにおけるチーム医療であり、メ
ディカルスタッフが果たす役割も大
きい点が共通認識として見えてきた。
そこで、西知多総合病院の糖尿病看
護認定看護師の方々にも話をうかが
った。
　同院では、外来の診察室の近くに
フットケア室や療養指導室が設けら
れている。そこで活躍しているのが

外来担当の加賀
江氏である。
「外来では自覚
症状がない段階
の患者さんが多
く、時間も限ら
れているので、
最低限、治療の
必要性を理解し
ていただくこと

に力を尽くして
います。治療の
継続を促すのが
外来担当の看護
師の重要な役割
と心得て、先生
方とは別のアプ
ローチで、患者
さんと親しく話
せる関係を構築
するよう心がけ
ています」（加
賀江氏）
　また、病棟担
当の川畑氏は、
教育入院の患者
とのかかわりの

中で大切にしているのは、「一人ひ
とりの患者さんの“違い”を理解す
ること」だと言う。
「入院となれば時間は十分にあるの
で、今後どのように生きていきたい
のか、というところから話し合いま
す。ご高齢の患者さんにとって、生
活習慣の改善や薬物治療の継続はた
いへんでしょう。そこで、生活の中
にどう治療をとり入れていくかを患
者さんと一緒に考えます」（川畑氏）
　病院も、診療所の先生方も、メデ
ィカルスタッフも、それぞれの立場
で患者を思い、自身の役割を果たし
ている。地域におけるチーム医療の
ベースは、すでにできていると言っ
ていい。西知多糖尿病地域連携はス
タートしたばかりで課題もあるが、
着実に成果をあげている。

〒477-8522
愛知県東海市中ノ池３-１-１
TEL：0562-33-5500

〒476-0002
愛知県東海市名和町蓮池15
TEL：052-603-2633

〒478-0041
愛知県知多市日長字神山畔123
TEL：0569-42-0200

〒477-0031
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TEL：0562-32-0030
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